
隣接校選択制度の利用状況及び運用の見直しに伴うアンケート調査結果につ

沼津市では、児童生徒及び保護者の地域活動への参加意識の向上や、災害時の児童生

徒の安全性の確保等のため、平成27年度新入生から、下記のとおり隣接校選択制度の運用

を見直しました。

運用を見直した隣接校選択制度の内容

（1）平成27年度新入生からの取扱い（ア、イ共に満たすこと）
ア　隣接希望校のほうが指定校より自宅からの直線距離が短い

イ隣接希望校への自宅からの直線距離が小学校2km、中学校2．5hl以内

（2）経過措置

ア入学時に兄姉が隣接校に在籍していること

イ　旧制度により小学校を隣接校選択していること（同校区の中学校は可）

（3）利用者の推移（見直し前後）

利用者数　　　　　隣接校制度案緻（小・中学校合計）　　　　　利用率
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＞アンケート回答数　191件（前年度242件）

＞・アンケート調査結果

（1）小学校新入生の子ども会加入率が「向上した、多少は向上したと思う」と答えた

方が全体で19％

（2）子どもの地域括動への参加が「向上した、多少は向上したと思う」と答えた方が

全体で29％

（3）保護者の地域活動への意識について、「向上した、多少は向上したと思う」と答
えた方が29％

（4）学校の児童生徒数や規模が適正化する方向に向かっていることについて、「向か
っている、多少は向かっていると思う」と答えた方が22％

（5）制度の見直し内容の周知について、「周知されている、多少周知されている」と

答えた方が38％
（6）同一地域で新制度と旧制度の対象児童生徒がいることについて、「混乱がある、

多少混乱がある1と答えた方が34％




